
明
日
の
空
へ 

S
D
G
s
─
J
A
L
の
取
り
組
み
─
／
第
１
１
８
回

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

紙
コ
ッ
プ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま
す

機内でのドリンクサービス。客室乗務員がリサイクルごみ回収をお声がけ。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
資
源
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
お
客

さ
ま
を
お
迎
え
す
る
機
内
や
ラ
ウ
ン

ジ
に
お
い
て
４
Ｒ
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
、

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
航
空
貨
物
を
輸
送
す
る

際
に
梱
包
資
材
と
し
て
用
い
る
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
シ
ー
ト
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー

プ
で
は
こ
れ
ら
を
廃
棄
せ
ず
、
地
籍

調
査
事
業
で
使
用
さ
れ
る
境
界
杭
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
製
造
販
売

会
社
に
40
年
に
わ
た
り
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
機
内
に
お
い
て
は
客

室
乗
務
員
が
ご
み
を
回
収
・
分
別
し
、

機
内
食
会
社
や
リ
サ
イ
ク
ル
会
社
な

ど
と
連
携
し
、
ア
ル
ミ
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
新
聞
や
機
内
誌
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
２
２
年
12
月
１
日
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
国
内
線
の
一
部
路

線
に
お
い
て
、
紙
コ
ッ
プ
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

お
客
さ
ま
の
中
に
は
、
客
室
乗
務
員

か
ら
の
お
声
が
け
に
既
に
お
気
付
き

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
現
在
、
東
京
（
羽
田
）
─
沖

縄
（
那
覇
）
を
運
航
す
る
エ
ア
バ
ス

Ａ
３
５
０
型
機
の
機
内
に
て
、
ド
リ

ン
ク
サ
ー
ビ
ス
後
に
紙
コ
ッ
プ
の
分

別
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
約
13
便
か
ら
合
計
２
１
０

０
個
の
使
用
済
み
紙
コ
ッ
プ
が
回
収

さ
れ
、
段
ボ
ー
ル
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
、
そ
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
新
た

な
紙
コ
ッ
プ
へ
と
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

る
予
定
で
す
（
＊
）。
回
収
時
の
分
別

に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、
お
客

さ
ま
と
一
緒
に
資
源
の
有
効
利
用
を

目
指
し
ま
す
。

　

紙
コ
ッ
プ
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
日
本
製
紙
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
実
現
に

向
け
て
ト
ラ
イ
ア
ル
を
重
ね
、
最
後

機
内
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

の
難
関
と
な
っ
た
紙
製
リ
ッ
ド（
蓋
）

の
開
発
と
機
上
検
証
も
ク
リ
ア
し
、

こ
の
た
び
晴
れ
て
の
実
現
と
な
っ
た

の
で
す
。

「
最
終
目
標
で
あ
る
『
紙
コ
ッ
プ
か

ら
紙
コ
ッ
プ
へ
』
と
い
う
資
源
循
環

は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
日
本
製
紙
さ
ま
独
自
の
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現

す
る
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、

先
方
が
粘
り
強
く
待
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
推
進
部
環
境
推
進
グ

ル
ー
プ
の
近
藤
由
希
子
（
当
時
）
は

語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ

っ
た
日
本
製
紙
の
長
谷
川
真
さ
ん
も
、

「
使
い
終
わ
っ
た
紙
コ
ッ
プ
は
分
別

回
収
の
手
立
て
が
な
く
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
そ
う
で
で
き
な
い
、
も
っ
た

い
な
い
資
源
で
し
た
。
何
と
か
こ
の

壁
を
突
破
し
て
環
境
に
貢
献
し
た
い

わ
れ
わ
れ
の
想
い
に
、
日
本
航
空
さ

ま
、
管
轄
す
る
大
田
区
さ
ま
に
共
感

い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
、
共
に
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
豊
か
な
地
球

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
お
客

さ
ま
と
共
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

こ
と
で
、
環
境
保
全
と
資
源
循
環
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

機内の紙コップが
リサイクルされるまで

お客さまのご協力のもと機内で回収された
紙コップは、古紙回収業者から
日本製紙の工場へ輸送され、

段ボール、トイレットペーパーに生まれ変わります。
ゆくゆくは紙コップから紙コップへの
水平リサイクルを目指しています＊。

この
紙コップが

生まれ
変わります！

JALグループが取り組む
資源の有効利用については
左記のWebサイトをご覧ください。

＊紙コップからの再生原料はリサイクル製品の一部として利用されます。 紙製リッドの開発については、8ページをご覧ください。
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サービス終了後、
機内アナウンスにて
紙コップリサイクルに
ついてのお声がけ。

※4、5の画像はイメージです。

お客さまに分別の
ご協力をいただき、
客室乗務員が
リサイクルごみを回収。

回収した紙コップ、
紙製リッド、紙製マドラーを、
古紙回収業者へ引き渡し。

日本製紙の
工場へ輸送。
分離、選別が行われます。

段ボール、
トイレットペーパーにリサイクル。
将来的には紙コップへの
再生を目指します。

日
本
製
紙
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
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